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環境ボランタリープラン1  
産 業 廃 棄 物を減らすために  

 

産廃再資源化率の向上と産廃原価比率の低減を目指します 

今後は総発生量の削減にも取り組みます 

　当社の産廃再資源化率の2003年度実績は99.2％

（前年度比4.7ポイント向上）と、目標値である98％以上

を達成できました。また、当社独自の指標である産廃原

価比率（売上高に占める産廃そのものの材料費や加工費）

においても13.8％と、2002年度より1.8ポイント改善

し、2005年度目標値12％の達成に目処がつきました。 

　しかし、産業廃棄物の総発生量は生産の増加にとも

ない、2002年度比で14％増加して約42,300tと過

去最大量を記録しました。 

　そこで2004年度は、製品歩留まり向上による削減

策に加えて、製法上発生するロスにまで踏み込んだ発

生源対策を検討しています。 

 

 

 

 

全社トータルで再資源化率99.2％を達成 

　産業廃棄物については、すべての事業所でゴミの分

別を徹底し、有価物としてマテリアルリサイクル率の向

上を図るとともに、それ以外のものについても適切に

処理しています。その処理は委託先の産業廃棄物処理

業者＊で、サーマルリサイクルまたはマテリアルリサイ

クルされ、2003年度は全社トータルで再資源化率

99.2％を達成しました。 

　焼却施設を持つ豊橋事業所では事業所内でサーマル

リサイクルを行うとともに、事業所敷地内の愛知日東

電工（株）において、産業廃棄物を利用して製品化する

マテリアルリサイクルも実施しています。なお、事業所内

で処理できない廃棄物は、他事業所と同様に委託業者先

でサーマルリサイクル、またはマテリアルリサイクルされ、

再資源化率は2001年度から100％を維持しています。 

全社目標として2005年度12％ 

（2000年度比5ポイント減）を設定 

　産廃原価比率は当社独自の指標です。産業廃棄物を

原料ロスとしてのみでなく、その加工費などを含めた

ロス、すなわち"産廃原価"として捉えて生産高に占める

割合を示すものです。当社では2000年度から、この

産廃原価の考え方を環境会計に取り入れてきました。 

　現在は産廃原価比率の全社目標として2005年度

12％（2000年度17％）達成を目指し、事業活動の中

での歩留まり向上、加工費に含まれるエネルギー削減、

製造プロセスの変更など、さまざまな観点から改善を

進めています。特に2004年度については発生源対策

を主な課題として検討を行います。 

産業廃棄物の抑制 

産廃再資源化について 産廃原価比率について（P.19参照） 

環境ボランタリープランの達成状況 
　当社は1993年に「日東電工における環境保護活動

計画（環境ボランタリープラン）」を策定し、環境保護

活動を推進するための具体的な行動指針としています。

環境ボランタリープランは、時代や社会の要請に応え、

随時改定しています。1998年には、経済団体連合会

が宣言した「環境アピール」（21世紀の環境保全に向

けた経団連の自主行動宣言・1996年）の内容を反映

させ、「環境マネジメントシステムの国際規格ＩＳＯ

14001の取得」「海外事業展開にあたっての環境配慮」

の項目を新たに追加しました。現在は、2005～

2010年の目標値を設定し、各事業所・事業部はその

達成に向けた取り組みを続けています。 

項　目 目　標 2003年度実績 参照ページ 

産業廃棄物を 
減らすために 

地球温暖化を 
防ぐために 

大気汚染を 
防ぐために 

環境保護のための国際規格 

グローバルな活動を目指して 

再資源化率 
全社トータルで目標値を達成 

2005年度目標を前倒しで達成 

2005年度目標を前倒しで達成 

P.22

P.23

P.24

P.16

P.14

99.2%

産廃原価比率 13.8%

エネルギー 
原単位 

455.5r/百万円 
（r：原油換算量） 

・国内事業所7拠点 
すべてＩＳＯ14001取得済み 

・国内グループ主要製造拠点7社 
すべて取得済み 

・海外グループ会社7社　 
うち2003年度新規取得3社 

　日東ヨーロッパ 
　2003年6月取得 
　日東電工マテリアルタイランド 
　2003年11月取得 
　日東電工タイランド 
　2003年11月取得 

2003年11月19～21日 
＜第1回＞環境安全グローバル
会議を開催（6カ国、7社から参加） 

2004年度も環境安全のグローバ
ルな情報共有化のため、開催予定 

有機溶剤 
排出量 

1,122t/年 

●2003年度ボランタリープランの達成状況 

目標 

12.0
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●産業廃棄物の発生量 

42,334

●産業廃棄物発生量の内訳 

固形物 
70％ 

廃液・排水 
20％ 

廃油・廃溶剤 
8％ 

汚泥 
1％ その他 

1％ 

産業廃棄物処理業者の選定にあたっては徹底した現地確

認によってその処理能力を厳しく精査し、選定後も年1回

独自の現地確認を行っています。 

＊ 

 2005年度目標 

2003年度以降2005年度まで 

98％以上 

2005年度目標 

2005年度に12％ 
（2000年度比5ポイント減） 

2010年度目標 
2010年度までに430r/百万円 
（1990年度比25%向上） 

2005年度目標 
2005年度までに460r/百万円 
（1990年度比20%向上） 

2010年度目標 
2010年度までに960ｔ/年 

2005年度目標 
2005年度までに1,200ｔ/年 

（年度） 

164 156 167

経団連が「地球環境憲章」に示し

た「海外事業展開における10の

環境配慮事項」を基本に、国内対

応と同レベルの環境保全を行う 

国内の製造拠点はISO14001

の運用による環境管理の改善を

継続し、海外の製造拠点も

ISO14001の導入（認証取得と

継続）を進める 
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